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摘出した側頭骨より中耳および内耳を切除し，別々に RNA を抽出し定量 PCR 分析を行った。（実験
群 6匹 12耳， 対照群 6匹 12耳）。RNA抽出にはRNeasyミニキットを用いた。リアルタイム PCRの






側頭骨標本（実験群 2匹 4耳， 対照群 2匹 4耳）を72時間 4％パラホルムアルデヒドで処理し，10％



































 次に我々は，免疫組織化学検査にて MIF の受容体である CD74 の発現について調べた。実験群マウ
ス中耳では，粘膜上皮と浸潤した炎症細胞に CD74 陽性細胞を認めた。実験群マウスの内耳では，ラセ
ン靭帯，血管条，ラセン板縁，ラセン神経節細胞，およびコルチ器で CD74は陽性であった。対照群マウ

















が LPSで処置した実験群の方が対照群と比較して mif遺伝子発現が有意に増加していた PCRの結果
と関連していると考えた。 
CD74は II型膜貫通タンパク質であり MHC クラス II インバリアント鎖としても知られ，MIF受容体複合
体の主要成分である。MIFは，CD74の表面に結合し，P44/ P42のMAPK リン酸化を起こす。抗 CD74
抗体の投与は，MIF 誘発性肺炎のマウスにおいて好中球の浸潤および炎症性サイトカインおよびケモカ
インの産生を阻害したとの報告がある。一方，CD74 はマウスでの正常な肺胞構造の維持のために必要
であるとの報告もある。今回，我々は CD74 が LPS 誘発性中耳炎での中耳および内耳の両方で発現し
ていることを示した。 
 
 
 
 
 [結論] 
 LPSの中耳注入は，中耳および内耳にMIFの有意な発現を引き起こした。MIFの受容体である CD74
は，LPSを注射したマウスの中耳および内耳の両方で観察された。MIFおよびCD74は，マウスにおいて
リポポリサッカライド誘発性中耳炎での中耳と内耳の両方でいくつかの役割を果たしている可能性がある。
我々の研究結果はマクロファージ遊走阻止因子とそのシグナル伝達経路は中耳炎によって誘発される内
耳障害の治療標的として役立つことを示唆している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
